
具体的な放牧に関する基準は？

認証取得のメリットは？

１８

植生
成牛換算１頭当たり

放牧地面積
放牧期間 １日の放牧時間

25a以上（ただし宮古

島以西の先島諸島地域

では15a以上）

自然条件から見て放牧可能

な全期間

昼夜放牧又は夜間あるい

は昼間放牧

15a以上
自然条件から見て放牧可能

な全期間

夜間放牧又は昼間放牧に

限る

シバ型草地※ 45a以上
自然条件から見て放牧可能

な全期間

昼夜放牧又は夜間あるい

は昼間放牧

90a以上
自然条件から見て放牧可能

な全期間

昼夜放牧又は夜間あるい

は昼間放牧

40a以上

自然条件から見て放牧可能

な期間のうち100日以上と

し、野草が衰退してきた場

合は、草地への転換を行う

ことを条件とする。

昼夜放牧又は夜間あるい

は昼間放牧

※（注）当該基準におけるシバ型草地とは、いわゆるノシバ（Zoysiba japonica）が優占した草地である。

牧草地

野草地

　家畜１頭当たりの放牧地面積、放牧期間及び１日の放牧時間は、放牧によって牛が十分な粗飼料摂取を可能

とし、かつ、草資源の再生力を持続的に維持することが可能なものとする。



１９ 

 

８．飼料稲給与畜産物認証制度のご紹介 

 

１．制度の目的 

   飼料用米や稲発酵粗飼料（稲ＷＣＳ）を家畜に給与して生産された鶏卵、食肉、牛乳・

乳製品が機能性成分等の有用成分に富むことに着目し、国産の飼料用米及び稲ＷＣＳを給

与する家畜の飼養基準及びその家畜から生産される鶏卵や食肉、牛乳・乳製品の生産基準

を定め、消費者に機能性に富んだ飼料用米や稲ＷＣＳを給与した畜産物を訴求し、飼料用

米及び稲ＷＣＳ給与畜産物の消費拡大を図ります。 

これにより、飼料用米や稲ＷＣＳの生産拡大を通じ水田の有効活用や食料自給率向上に

寄与するとともに、飼料用米や稲ＷＣＳを給与する畜産経営の６次産業化等の推進による

所得向上に資することを目的としています。 

 

２．認証の種類 

   現在までの試験研究の結果に基づき、飼料用米及び稲ＷＣＳを給与することによって機

能性成分等の有用成分が向上するものについて、以下のとおり家畜の飼養基準とその家畜

から生産される畜産物の生産基準の２種類の認証基準を畜種ごと、畜産物ごとに設定して

います。 

飼養基準は飼料用米や稲ＷＣＳを給与して肉用鶏、採卵鶏、肉豚、肥育牛、乳用牛を飼

養する畜産経営者を認証の対象とし、生産基準はこれらの鶏、豚、牛から生産された鶏肉、

鶏卵、豚肉、牛肉、牛乳・乳製品を製造、販売する者を認証の対象としています。認証の

種類は以下のとおりです。 

 

畜 種 

認証の種類 

飼料用米給与 稲ＷＣＳ給与 

飼養基準 生産基準 飼養基準 生産基準 

肉用鶏 
飼料用米給与 

肉用鶏飼養基準 

飼料用米給与 

鶏肉生産基準 
－ － 

採卵鶏 
飼料用米給与 

採卵鶏飼養基準 

飼料用米給与 

鶏卵生産基準 
－ － 

肉 豚 
飼料用米給与 

肉豚飼養基準 

飼料用米給与 

豚肉生産基準 
－ － 

肥育牛 
飼料用米給与 

肥育牛飼養基準 

飼料用米給与 

牛肉生産基準 

飼料稲給与 

肥育牛飼養基準 

飼料稲給与 

牛肉生産基準 

乳用牛 － － 
飼料稲給与 

乳用牛飼養基準 

飼料稲給与牛乳・

乳製品生産基準 

 

 

３．畜種ごと、畜産物ごとの認証基準の概要 

  別表をご参照下さい。 



給与量(割合)　※１ 給　与　期　間

肉用鶏
【飼料用米】
遊離ｱﾐﾉ酸総量の増加

【給与する配合飼料中の飼料用米の含有割合】
　配合飼料中の玄米が40％以上
（モミ米の場合は1.25倍に換算して50%以上）※２

左記の飼料用米を、肉用鶏を出荷する日まで、継続して21日
間（３週間）以上、給与していること

採卵鶏
【飼料用米】
ビタミンＥの増加
卵黄色の変化(白くなる)

【給与する配合飼料中の飼料用米の含有割合】
　配合飼料中のモミ米が30％以上
（玄米の場合は0.8倍に換算して24%以上）

左記の飼料用米を、産卵する日の14日（２週間）以上前から
継続して給与していること

【給与する配合飼料中の飼料用米の含有割合】
　ア　配合飼料中の玄米が30％以上
　　（モミ米の場合は1.25倍に換算して38％以上）
　　　ただし、米ｻｲﾚｰｼﾞを給与した場合は給与重
　　　量を玄米に換算　※３

①左記の飼料用米を、肉豚を出荷する日まで、継続して45日
間以上、給与していること

　イ　配合飼料中の玄米が15％以上
　　（モミ米の場合は1.25倍に換算して19％以上）
　　　ただし、米ｻｲﾚｰｼﾞを給与した場合は給与重
　　　量を玄米に換算　※３

②左記の飼料用米を、肉豚を出荷する日まで、継続して60日
間以上、給与していること

肥育牛
【飼料用米】
ｵﾚｲﾝ酸の増加

【給与する配合飼料中の飼料用米の含有割合】
　配合飼料中の玄米が30％以上
　ただし、米ｻｲﾚｰｼﾞを給与した場合は給与重量を
　玄米に換算　※３

左記の飼料用米を、肥育牛を出荷する日まで、継続して20ヶ
月以上、給与していること

肥育牛
【稲ＷＣＳ】
ﾋﾞﾀﾐﾝＥ(ﾄｺﾌｪﾛｰﾙ類)の増加

　稲WCSの給与量が１日１頭当たり原物３kg以上
左記の稲WCSを、肥育牛を出荷する日まで、継続して180日間
(６ヶ月)以上、給与していること

乳用牛
【稲ＷＣＳ】
ﾋﾞﾀﾐﾝＥ(ﾄｺﾌｪﾛｰﾙ類)の増加

【給与する全飼料中の稲ＷＣＳの給与割合】
　全飼料中の稲WCSの乾物給与量が飼料乾物中で
　20％以上　※４

左記の稲ＷＣＳを、出荷する生乳を搾乳する日からさかの
ぼって30日(１ヶ月)以上前から継続して給与していること

※２　玄米及びモミ米の水分含量の基準値は１５±１％を想定。各畜種の飼養基準において同じ

（別表）畜種別の飼料用米及び稲ＷＣＳ飼養基準（飼料用米又は稲ＷＣＳの給与量と給与期間）

※４　稲ＷＣＳの乾物換算は、原物重量の１／３

肉豚
【飼料用米】
ﾘﾉｰﾙ酸の減少やｵﾚｲﾝ酸の増加

種類 畜産物の訴求項目
飼　養　基　準

※３　米サイレージ（ソフトグレインサイレージ　ＳＧＳ）を玄米に換算する場合は、モミ米ＳＧＳは０．６、玄米ＳＧＳは０．７５を
　　　ＳＧＳ原物重量に乗ずる

※１　飼料用米の給与量（割合）には、給与した配合飼料に含まれている国産飼料用米を全て含む
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９．公共牧場等の利用にかかるマッチングの実施 

 

（一社）日本草地畜産種子協会（以下「協会」という。）では、国の事業である「畜産生産力・生

産体制強化対策事業の繁殖肥育一貫経営等育成支援」事業を活用し、人材の育成・資料の確保対策

の一環として、各農政局や都道府県等のご協力をいただきながら公共牧場等（以下「牧場」という。）

のマッチング支援を行っているところです。 

 

具体的には、豊富な草地基盤を有する牧場を活用し、肉用牛繁殖肥育一貫経営や地域内一貫経

営への移行が円滑に図られるよう、次の取り組みを行っています。 

 １ 全国ネットによるマッチング 

協会ホームページにおいて、全国公共牧場預託ネットを開設し、牧場の所在地や受入可能な

畜種等の基本情報及び料金や受入期間等の利用条件をリスト化して掲載することにより、牧場

の預託利用を希望する畜産農家等とのマッチングの場を提供。 

２ 個別マッチング 

外部の畜産経営体への牧場の貸与、民営化等を模索している牧場と規模拡大等が困難で牧場

の利用を希望する肉用牛経営体とのマッチングの場を提供。 

  【手順】 

①マッチングを課題とする牧場にマッチング支援希望の有無、条件について調査。 

②マッチング支援希望のある牧場が所在する都道府県、市町村において、牧場の利用を希望す

る肉用牛経営体の募集を広報し申請受付。 

③牧場利用希望肉用牛経営体へ牧場のマッチング条件を提示し検討を依頼。 

④マッチング希望肉用牛経営体のリストを牧場に提供し、牧場が希望する肉用牛経営体を選定

し、協会がマッチング面談の日程を調整。 

⑤協会は牧場の意向を受けて可否を肉用牛経営体に連絡し、その後、双方で交渉。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 本手順は基本的な枠組みを示したものであり、都道府県、畜産団体へのご依頼内容につい

ては、ご相談しながら進めてまいります。 



放牧の現状
家畜飼養戸数が減少する中、放牧戸数の
割合は増加傾向

放牧普及上の課題
〇畜産農家を指導する者の技術不足

〇畜産農家の放牧への取組意欲の不足

〇消費者への放牧畜産物の周知不足
（参考）ビタミンＥは抗酸化作用、免疫調整作用、ビタミンＡ

抗酸化作用、細胞の老化防止作用を有する

（注）GS：グラスサイレージ
CS：コーンサイレージ

参考：農林水産省HP

参考：農林水産省HP

１０．放牧による持続的畜産普及拡大推進事業（新規）
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・事業実施法人の検討

・事業報告・成果評価

・放牧指導者等育成研修会 ・放牧等推進検討委員会 ・理解醸成のための情報提供

・放牧等現地指導 放牧等推進に係る課題等検討 ・イベント等出展

・放牧等推進課題調査 ・放牧畜産基準認証推進 ・webアンケート調査

・放牧関係者等の交流促進 ・ホームページ作成

全国放牧ネットワーク支援 ・消費者等交流会等

新規就農者研修支援

放牧による持続的畜産普及拡大推進事業の枠組み

日本草地畜産種子協会

放牧等持続的畜産企画検討委員会

放牧等持続的畜産技術向上 放牧等持続的畜産普及啓発 消費者理解醸成
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２．飼料用大豆・高栄養ＴＭＲ生産調製技術実証事業

(1)リビングマルチを導入した飼料用大豆の栽
培・利用体系の確立

イネ科牧草をリビングマルチとして利用しSDGｓの達
成に資する無農薬・低コスト栽培の粗飼料生産の展
開。

変動の激しい輸入飼料への過度の依存体質か
らの脱却による畜産経営の安定化を実現。

(2)飼料用大豆・高栄養ＴＭＲ生産調製技術の実
証・普及

飼料用大豆に適した品種等を選定するため、品種
比較試験等を行い生育特性・収量等を調査すると
ともに、イネ科牧草を用いたリビングマルチを導
入し、飼料用大豆の安定生産のための地域に合っ
た栽培・利用体系を確立する。

(1)で確立した技術等を利用して、コントラク
ターによる実証規模の飼料用大豆の生産及びＴＭ
ＲセンターでのＴＭＲ調製の実証を行い、成果の
普及を図るため現地検討会の開催、普及用資料の
作成等を行う。

１１．飼料用大豆・高栄養ＴＭＲ生産調製実証事業（新規）

飼料作物の収穫作業等を受託するコントラクターやＴＭＲの調製・供給を行うＴＭＲセンターは、良質な国産粗飼料の生産利用拡大に大きく貢献

ＴＭＲの調製に不可欠なタンパク質原料であるアルファルファ乾草や大豆粕等の多くが輸入されているが、近年、価格が高騰し将来的な供給が懸
念。一方、国産の飼料用大豆は日本の気象環境に適しており、その活用が注目されるが、飼料用大豆栽培に使用できる登録農薬がほとんどなく、
雑草の防除が栽培・利用上の大きな課題。

飼料用大豆・高栄養ＴＭＲ生産調製実証事業

学識経験者等からなる飼料用大豆・高栄養ＴＭＲ生産調製実証推進委員会を開催し、事業全体の円滑な実施方針の策定、事業
推進に係る検討及び事業の達成目標等の自己評価結果に対する客観的な検証を行う。

１．飼料用大豆・高栄養ＴＭＲ生産調製実証推進委員会等開催事業

イネ科牧草をリビングマルチとして雑草を抑制する飼料用
大豆の栽培・利用体系が、農研機構東北農業研究センター
により岩手県中部において開発。

24



一般社団法人日本草地畜産種子協会

１２．令和４年度に日本草地畜産種子協会が主催する飼料増産に関する研修会等について

時間

※　随時、当協会ホームページ及び当協会からの文書にてご案内しています。

問い合わせ先：草地畜産部　TEL ０３－３２５１－６５０１

4

参集範囲

公共牧場の所有者、管理者、管理
運営受託組織、農協、都道府県及
び市町村、地方農政局等

13:30～16:00
コントラクター、TMRセンター、農
協、市町村、都道府県、関係団体
等

3

概要

放牧酪農乳製品フェア

№

1

2

研修会等の名称 開催日（予定）

放牧技術の改善、運営管理技術の向上、公共牧場を
中心とした地域振興に関する講演、公共牧場活性化
のための総合討議を行う。

令和5年１月１２日(木)

令和5年２月１０日（金）

令和4年12月24日(土)

令和４年度全国公共牧場運営改
善研修会

令和４年度全国コントラクター等
情報連絡会議研修会

飼料作物等高能力新品種選定会
議（九州・沖縄ブロック）

令和5年３月１７日（金） 13:30～17:00

コントラクター・TMRセンター等の経営技術の高度化
を図るため、ICT等を活用した飼料生産や高品質サイ
レージ生産技術など、最新情報の提供を行う。

一般消費者、乳製品流通小売業
者、放牧酪農乳製品生産者

東京都内の特設会場において、生産者とともに放牧
認証制度の広報活動と放牧認証牧場等で生産され
る放牧酪農乳製品（チーズ、バター、ヨーグルト、アイ
スクリーム等）の展示・販売活動を行う。

11：00～17：00

13:00～17:00
九州・沖縄各県試験研究機関、家
畜改良センター、九州農政局、種
苗会社等

九州・沖縄ブロック各県の高能力新品種選定試験結
果の検討等を行う。
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草地生産性向上対策

①優良品種の迅速普及

・飼料作物等高能力新
品種の迅速な普及の促
進

飼料作物等高能力新品種選定調査成績概
要集

冊子 協会へお問合せください

・飼料作物生産技術向
上推進

国産濃厚飼料シンポジウム資料 紙媒体 協会へお問合せください

全国公共牧場運営改善研修会資料 紙媒体 協会へお問合せください

・飼料生産拡大推進 技術情報「特集：飼料生産及び放牧のスマー
ト技術最前線２  ICT、IoT、リモートセンシング
技術の飼料生産及び放牧への活用」

冊子 協会HP：技術情報　－　情報誌
「グラス＆シード」

飼料作物優良品種の紹介   （府県版春・秋播
用、重点普及品種）

パンフレット 協会HP：協会からのお知らせ

令和４年播種用飼料用イネの栽培と品種特
性

パンフレット 協会HP：飼料作物品種・種子情
報　-　飼料用稲パンフレット

新聞広告 「イタリアンライグラス品種 はやま
き18、kyushu1」

記事 令和3年9月15日　日本農業新聞

新聞広告「極短穂型WCS用稲新品種 つきは
やか・つきあやか」

記事 令和4年3月15日　日本農業新聞

放牧を中心とした持続可能な畜産物生産に
関する全国セミナー資料

紙媒体 協会へお問合せください

・飼料生産組織等従事
者技術向上対策

令和３年度全国コントラクタ－等情報連絡会
議資料

紙媒体 協会へお問合せください

②粗飼料増産・安定生
産対策

マイナビ農業ニュース （「夏ごしペレ」関連記
事）

記事 協会HP：協会からのお知らせ

マイナビ農業ニュース （「ハヤミノルド」関連
記事）

記事 協会HP：協会からのお知らせ

草地難防除雑草駆除技
術等実証事業

・草地難防除雑草駆除
技術実証事業

草地難防除雑草駆除優良事例集 電子媒体 協会HP：協会からのお知らせ

高たんぱく飼料用稲調
査事業

専用品種を活用した高たんぱく飼料用稲の
栽培技術

パンフレット 協会HP：技術情報　- マニュア
ル・調査報告書

放牧畜産物生産普及推
進事業

放牧通信第 １６号～１９号 パンフレット 協会へお問合せください

放牧実践牧場PR動画
①　土づくり・草づくりが健康な牛を育てる
      （十勝アルプス牧場）
②　広島の山地放牧（三良坂フロマージュ）
③　お茶農園と放牧畜産の両立（冨貴茶園）

動画媒体 協会HP：放牧畜産って何？　－
新着情報

放牧を活かす認証制度のご案内 パンフレット 協会へお問合せください

放牧畜産基準認定制度ガイドブック 冊子 協会HP：放牧畜産基準認証制度

１３．令和３年度事業主要成果品一覧

事　　　業　　　名 令和３年度に作成した成果品名 種類 入手方法
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